Ⅰ　要旨

（エグゼキュティブ・レポート）
以下に、平成１０年８月の段階でまとめられた「経済と安全保障のシミュレーション会議」のシナリオと、平成１１年１月２６日現在の現状との対比を、表形式で記す。シナリオは、「今後１０年程度の期間で起こりうる危機的状況」という前提で書かれたものであったが、事態の進展する速度はわれわれの想像を超え、すでにそのほとんどが現状として出現していることがわかる。よって、「検討ポイント」で列挙された事項を政策決定者およびマスコミ関係者が取り上げ、検討することは、今後短期的に起こりうるシナリオに対する対策を事前に協議する視点を与えるという観点から、意味のあるものと思われる。

中国内政

シナリオ（９８年８月）
現状（９９年１月２６日現在）

ノンバンク系金融機関－国際信託投資公司（ＩＴＩＣ）の破綻
広東国際信託投資公司（ＧＩＴＩＣ）の破綻

信用収縮による中国四大銀行の経営危機
－

市民の取り付け騒ぎ。長期的には国有企業民営化の遅れ。失業者増大による社会不安
本土各地でデモ頻発

人民元の増刷
－

人民元の切り下げ圧力
－

香港市場暴落（中国金融危機およびブラジル金融危機の影響）
ハンセン指数１万の大台を割り込む

香港ドルの対米ドルペッグ解除
－

新元の導入と長期的な分裂傾向（新彊ウイグル自治区その他）
独立運動継続

南沙（スプラトリー）諸島に対する軍事行動（単発的）
－

対外的連鎖－台湾

シナリオ（９８年８月）
現状（９９年１月２６日現在）

地方統一選で民進党勝利
地方統一選で国民党勝利

民進党政権、対中国では動かず
対中国政策現状維持

対外的連鎖－東南アジア

シナリオ（９８年８月）
現状（９９年１月２６日現在）

ハンセン指数１０００ポイント下落で各国の株式市場が５～１０％幅で下落
－

第二アジア通貨危機
－

インドネシア暴動を喚起
－

対外的連鎖－米国

シナリオ（９８年８月）
現状（９９年１月２６日現在）

中国からＴＢ売却の脅し

米中関係悪化
－

ブラジル金融安定化への支援に没頭
ブラジル金融安定化支援策発表

ブラジルに再び大インフレ
ＩＭＦ支援策発表で一応平静を取り戻している状況

米国の優良企業収益が２～３割落ち込む事態になると、なし崩し的に株価が暴落。７０００ドルを機に調整局面
－

中国をカバーするゆとり無く、日本に対中支援要請
－

ＮＹ市場暴落後、最終的には戦争オプション？
－

対外的連鎖－北朝鮮

シナリオ（９８年８月）
現状（９９年１月２６日現在）

第二次テポドンミサイル発射
テポドン発射準備の確認

核保有宣言
－

対外的連鎖―日本

シナリオ（９８年８月）
現状（９９年１月２６日現在）

ブラジル金融危機、中国金融危機、米国のドル安政策のあおりを受けて、強烈な円高への突入
円高続く

３月決済を見据え、生保、銀行の統合激化。一部倒産。
銀行、生保の統合進む

北朝鮮問題、日米ガイドラインを含む安全保障上の課題および経済安定化のための諸問題に対処するため、「挙国一致内閣」発足
自自連立政権発足

１０兆円の太平洋通貨基金構想（円高対策も兼ねる）
「アジア通貨危機支援基金」の宮沢構想で３００億ドル計上
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